議題２　　　　令和５年度静教研事業について
令和５度 事業計画（案）
１　基本テーマ・組織・予算等
・基本テーマ「ときめき　かかわり　未来へつなぐ」の浸透を図るとともに、夏季研究大会を中心とした具体的な活動計画を立て、研究の充実･発展に努める。
・働き方改革の推進や新型コロナウイルスの感染拡大への対応を踏まえながら、研究部活動や静教研事業の在り方を見直し、積極的に改善に取り組む。
２　事業の方針と事業内容
（１）研究大会
・令和５年８月２日（水）、３日（木）の基準日に開催する。
・技術・家庭科教育研究部は全国・東海北陸地区大会を、事務研究部は、東海大会を兼ねて開催する。
・感染症対策と旅費対応等の課題を踏まえて、開催方法や内容の見直しを図る。
（２）調査研究活動
　　・教職員の指導力向上を目的とした調査研究活動（小学校定着度調査、各種コンクール、発表会等）を
従来通りに実施する。
　　・浜松市は、静教研との協定に基づいて児童生徒を参加させる。（協定の有効期間は令和６年度末まで）
（３）研究成果刊行
　　・「静教研だより」を年３回（６・９・１月号）発行する。
　　・「研究冊子」を年１回（第５４号）発行する。
　　・各研究部は部報・研究集録を発行する。

（４）諸会合
・理事教育研修会…３回　　　　　　　　　　　・会計監査会…１回

・評議員教育研修会…１回　　　　　　　　　　・研究部代表者研修会…３回

・夏季大会事前研修会…１回　　　　　　　　　・研究部委員研修会…３回
・各部代表委員（会計担当）研修会…１回　　　・定着度調査研修会…２回、同監修会議…４回
・在り方検討委員会…３回　　　　　　　　　　・協定に関する浜松市教研との合同会議…１回

・地区連絡研修会（静東・静岡・静西の３地区で、必要に応じて大会の調整・研究を行う）
・各研究部の幹事研修会等の会合

（５）その他
　　・研究助成　６件程度（各５万円）を募集。（個人・グル－プ可。静教研事務局に申請書を提出する）
　　・地域実践校研究校　５校（各２万円）を選出。（年度末に地域教育研究会長に推薦を依頼する）
・教育講演会　１０万円を拠出。　（教育事業団体と共に主催）
３　会費・学校負担金
・会費は、一人年額２千円（２研究部まで加入可）

・学校負担金は学校規模（学級数）に応じて次の３段階とする
   　 　　１～  ９学級････････年額２千円　    　　１０～１９学級････････年額３千円
    　　２０学級以上　････････年額４千円　　　　※ 特別支援学級は学級数から除く
